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【問】一宮七夕まつり協進会（商工観光課内）　（２８）９１３１

大人８００円、高・大学生４００円、小中学生２００円

※コレクション展（下記参照）も観覧可

午前 ９ 時～午後 ５ 時（入館は ４ 時３０分まで）

１月 １９ 日（土）～３月３日（日）

※月曜日（２月１１ 日を除く）、２月 １２ 日（火）は休館

１０２７０８２ ＩＤ 

三岸節子記念美術館　開館２０周年記念特別展

美人画　培広庵コレクション展

１月１９日（土）　午後２時

コレクターよもやまばなし

講師　 培 
ばい

 広 
こう

 庵 さん
あん

オープニングトーク

※特別展観覧料が必要

２月１０日（日）　午後２時（１時３０分開場）

培広庵　美人画コレクションを楽しもう ！
講演会

１月２６日（土）・２月１６日（土）　午後２時

学芸員によるギャラリートーク

※特別展観覧料が必要

２２月月２２４４日日（日（日））　午後午後１１時～４時～４時時

私の掛軸をつくる

たびぞうクラブ出張講座

※※小学５年生～高校生が対小学５年生～高校生が対象象。。定員定員２２００人人（（抽選）抽選）

申し込み

２月５２月５日日（火）（火）までに電話で三岸節子記念美術までに電話で三岸節子記念美術館館

【問】三岸節子記念美術館�（６３）２８９２

ドドレレススデデザザイインンをを投投票票でで決決定定しますします ！！
一宮七夕まつ一宮七夕まつりり　ミミスス七七夕夕・・ミミスス織物の織物の

※結果は２月下旬に

　観光協会ウェブサイトで発表予定

１１月月１７１７日日（木（木））～２～２月７月７日日（木（木））投票期間

大大人人３３２２００円円、高・大学、高・大学生生２１０２１０円、中学生以下無料（市外円、中学生以下無料（市外のの

小中学生は１１０円小中学生は１１０円））

※特別展開催中は特別展観覧料（上記参照）が必※特別展開催中は特別展観覧料（上記参照）が必要要

１０２７０８３ ＩＤ 春春　をを　祝祝　ううコレクション展（常設展コレ クシ ョン展（常設展））

講師　今西彩子さん（鎌倉市鏑木清方記念美術館学芸員）

※定員８０人（先着）

上村松園「桜狩の図」部分　１９３５年ごろ

午前９時～午後５午前 ９ 時～午後 ５ 時時（（入館は４時入館は ４ 時３０３０分まで）分まで）

１月１６１月 １６日日（水）（水）～４月７日～４月７日（日）（日）

※月曜※月曜日日（２（２月月１１日を除く）、１１ 日を除く）、２２月月１２日 １２ 日（火）（火）・・

３３月月２２ ２２ 日日（金）（金）は休館は休館

投票投票はは
観光協会ウェブサイトか観光協会ウェブサイ トからら
http:/ttp:///１１３８３８ssss..ccomom
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【問】博物館�（４６）３２１５

１０２７１３４ ＩＤ 

【問】行政課　（２８）８９５６

いいちちののみやみや応応援寄付援寄付金金(ふる(ふるささとと納納税税))

　一宮市へのふるさと納税の促進と、市の魅力や地元特産品のＰＲを図るため、３１年度の

記念品として、特産品などを提供していただける事業者を募集します。

大人２００円、高・大学生１ ００円、中学生以下無料（市外の小中学生は５０円）

※月曜日（１月１４日・２月１１日を除く）、１月１５日（火）・２月１２日（火）は休館

１月１２日（土）～３月１０日（日）

午前９時３０分～午後５時（入館は４時３０分まで）

博物館企画展

くらしの道具 ～ことばになったモ ノたち～

陣羽織をデザイン（中学生以下が対象）

２月２日～３月３１日の土・日曜日、祝日　午前９時３０分～正午・午後１時～４時３０分

たいけんの森

※企画展観覧料が必要くらし体験講座

昔の遊びで遊んでみよう

１月２０日（日）、２月３日（日）・２４日（日）　

午後１時～４時

１６ミリフィルム上映会

１月２６日（土）、２月３日（日）・９日（土）　

午前１０時～１１時・午後２時～３時

※定員各５０人（先着）

※小中学生が対象。定員各２５人（先着）

みんなでつくろう、ワラ刀

３月２日（土）　午前１０時、午後１時・３時※小学生が対象。定員各１５人（先着）

昔の道具の移り変わりを調べよう

２月１０日（日）　午前１０時・午後２時

はたおり・糸つむぎ体験

毎週土・日曜日

午前１０時～１１時３０分・午後１時３０分～３時

ねんどで和菓子（中学生以下が対象）

１月５日～２７日の土・日曜日、祝日

午前９時３０分～正午・午後１時～４時３０分

記念品の協賛企業を募記念品の協賛企業を募集集 申込書ダウンロード可

１００５７１７ ＩＤ 

記念品贈呈の流れ

①寄付（ふるさと納税）
②記念品の選択

④記念品の発送

協賛企業一宮市
⑤送付実績の報告

③送付先の連絡
⑥記念品代の支払い

寄　付　者
（ふるさと納税者）

市税の滞納がないこと

応 募 資 格

ふるさと納税ポータルサイトに掲載

協賛企業になると…

１月４日（金）から申込書を持参または郵送

申 し 込 み

一宮市内で生産されたものやサービスで、

一宮市の魅力を体感できるもの

記念品の要件
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１０ ００８９４ ＩＤ 

▽開設期間中は、一宮税務署では申告書の作成指導・相談は行いません。

▽申告書は郵送でも提出できます。

【問】一宮税務署　（７２）４３３１　　　市民税課　（２８）８９６３

２２月月１１８８日日（月（月））～～３月３月１５１５日日（金（金））にに
一宮地場産業一宮地場産業フファァッッシショョンンデザインセンタデザインセンターーでで

確定申告会確定申告会場場をを開設開設

３３００年年分分のの所得税等所得税等のの確定申告確定申告

※土・日曜日を除く
　（２月２４日（日）・３月３日（日）は開設）

アクセスはこちら

申告完了

スマートフォンでも申告できます１月４日（金）から

１０２２２７８ ＩＤ 医療費控除の領収書の提出は不要です

「「「「「「「「「「「「「「医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費控控控控控控控控控控控控控控除除除除除除除除除除除除除除のののののののののののののの明明明明明明明明明明明明明明細細細細細細細細細細細細細細書書書書書書書書書書書書書書」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののの提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出「医療費控除の明細書」の提出ををををををををををををををを

　この控除を受ける方は、セルフメディケーション税制による医療費控除の特例を受けることができません。

詳しくは、国税庁ウェブサイトをご確認ください。

国国国国国国国国国国国国国国税税税税税税税税税税税税税税庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁ウウウウウウウウウウウウウウェェェェェェェェェェェェェェブブブブブブブブブブブブブブササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイ国税庁ウェブサイトトトトトトトトトトトトトトト

「「「「「「「「「「「「「「確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告書書書書書書書書書書書書書書等等等等等等等等等等等等等等作作作作作作作作作作作作作作成成成成成成成成成成成成成成ココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささ「確定申告書等作成コーナー」をご利用くださいいいいいいいいいいいいいいい

または

※医療費の領収書は、自宅で５年間保存する必要があります。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知（健康保険組合等

が発行する「医療費のお知らせ」など）を添付すると、明細

の記入を省略できます（支払った医療費の自己負担額など

の記載がないものを除く）。

※３１年分の確定申告までは、領収書の添付または提示による

こともできます。

医療費控除の明細書

　一宮税務署または本庁舎市民

税課などで配布しています。国

税庁ウェブサイト（ http://www

.nta.go.jp )からもダウンロー

ドできます。

もっと便利にもっと便利に！！

お待たせしませんお待たせしません！！

　発行を希望する方は、次のいずれかの方法で手続きして

ください。

▽税務署に運転免許証などの本人確認書類を持参して申請

▽マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタを使って

パソコンから「利用開始届出書」を送信

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ・・・・・・・・・・・パパパパパパパパパパススススススススススワワワワワワワワワワーーーーーーーーーードドドドドドドドドドのののののののののの発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行方方方方方方方方方方パスワードの発行方法法法法法法法法法法法

送信には

ＩＤ・パスワー
ドが必要

申告会場申告会場はは大変混雑大変混雑しますのしますのでで、、長時間お待た長時間お待たせせするする可能可能性があります性があります。。

金額な金額などど

必要事項を入必要事項を入
力力

印刷して提出

ｅーＴａｘで送信
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給与支払報告書・償却資産申告書

住宅用地申告書・被災住宅用地申告書 １月３１日（木）までに提出を

給与支払報告書と償却資産申告書給与支払報告書と償却資産申告書はは

地方税ポータルシステ地方税ポータルシステムム（（エエルタックスルタックス、、http://www.eltax.jphttp://www.eltax.jp  ））でも提出できます。でも提出できます。

　３０年１月２日～３１年１月１日に、風水害や火災などで住宅が壊れたりなくなったりし、３１年１月１日現在で

家屋や構築物の敷地として利用できない住宅用地は、災害の発生後２年度分に限り住宅用地の特例（みなし住宅

用地）の適用対象になる場合があります。該当する方は、本庁舎資産税課へご相談の上、申告書をご提出ください。

【問】資産税課　（２８）８９６５ １００５４４６ ＩＤ 被災住宅用地申告被災住宅用地申告書書

【問】資産税課　（２８）８９６５ １００５４４９ ＩＤ 住宅用地申告住宅用地申告書書

※宅地にかかる固定資産税は、利用状況により居住用の住宅用地と非住宅用地に区分され、それぞれ税負担が

異なります。詳しくは、お尋ねください。

３０年１月２日～３１年１月１日に、新築や取り壊しなどで利用状況が変わった、次のいずれかに

該当する土地の所有者

▽専用住宅または併用住宅（居住部分の床面積が４分の１以上）を新築した（建て替えを除く）

▽専用住宅を併用住宅または工場・店舗・倉庫などの非住宅に利用変更した

▽併用住宅または工場・店舗・倉庫などの非住宅を専用住宅に利用変更した

▽住宅を取り壊し、空き地や駐車場などにした

◆　対　象

◆　提出先 本庁舎資産税課、尾西庁舎窓口課、木曽川庁舎総務窓口課、出張所

・給与支払報告書（市区町村提出用）は総括表を付け

てご提出ください。

・３０年中の退職者の給与支払報告書は、退職時の住所

地の市区町村にご提出ください。

・前々年に税務署に提出すべき源泉徴収票が１，０００枚

以上の支払者は、エルタックスまたは光ディスクな

どで提出することが義務付けられています。

　※２０２０年分から、提出を義務付けられる対象が１００枚

以上の支払者に変更されます。

給与支払報告給与支払報告書書 【問】市民税課　（２８）８９６４ １０１２３８９ ＩＤ 

◆　対　象

◆　提出先

従業員（給与所得者）を雇って事業

や商売を営み、３０年中に給与を支

払っている方

本庁舎市民税課、尾西庁舎窓口課、

木曽川庁舎総務窓口課、出張所

※給与所得者が市外に居住している

場合は、居住している市区町村

・新しく事業を始めた方や、以前から事業を営んでい

て申告書が１２月中に届いていない方は、資産税課、

尾西庁舎窓口課、木曽川庁舎総務窓口課、出張所へ

お申し出ください。

※「平成３１年度償却資産の申告について」のハガキで、

償却資産の増減が「なし」と回答した方は、申告す

る必要はありません。

【問】資産税課　（２８）８９６７ １０２１９８４ ＩＤ 償却資産申告償却資産申告書書

市内で事業のために使用している

機械・設備・備品などの償却資産が

ある方

◆　対　象

◆　提出先 本庁舎資産税課、尾西庁舎窓口課、

木曽川庁舎総務窓口課、出張所

　　申告についてのお願い

▽新設の事業所は、対象となる全部の償却資産を申告してください。

▽テナントなどの借用建物で、賃借人が施工した事業用の内装・造作・建築設備などは、賃借人の償却資産

として申告してください。



 

 

 １
０
２
７
０
８
５

▼
対
象
／
市
街
化
区
域
内
の
合
計
面
積
３
０

０

以
上
の
農
地
（
商
業
地
域
・
工
業
専
用

地
域
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
／
１
月
４
日
　
～
３
月
　
日
　

（金）

２９

（金）

に
必
要
書
類
を
本
庁
舎
農
業
振
興
課

※
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
４
月
以
降
新
た
に
保
育
園
（
小

規
模
保
育
事
業
所
・
事
業
所
内
保
育
事
業
所

を
含
む
）
へ
入
園
を
希
望
す
る
方
の
追
加
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
入
所
条
件
や
入

所
で
き
る
保
育
園
な
ど
は
、
２
月
１
日
　
以
（金）

降
に
保
育
課
（
  

 １
０
１
６
７
８
５
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
／
２
月
１
日
　
～
　
日
　
に
申

（金）

１５

（金）

込
用
紙
な
ど
を
本
庁
舎
保
育
課
。
申
込
用
紙

は
保
育
園
、
保
育
課
で
配
布

※
市
立
保
育
園
は
、
申
込
時
に
面
接
を
行
う

た
め
、
開
庁
時
間
内
に
児
童
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

 ＩＤ 

 ＩＤ 

 

 

 １
０
０
０
８
４
９

　
国
民
年
金
は
国
が
運
営
す
る
年
金
制
度
で
、

国
内
に
住
所
が
あ
る
方
は
　
歳
か
ら
加
入
し

２０

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
は
老
後

だ
け
で
な
く
、
病
気
・
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
万
が
一
の
と
き
に
は
、
あ
な
た

や
家
族
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
に
は
、　

歳
に

２０

な
る
と
加
入
の
案
内
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

　
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、
保
険
料
を
き
ち

ん
と
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
所
得
が
少
な
く
納
付
が
困
難
な
方
や
学
生

の
方
に
は
、
保
険
料
を
免
除
・
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 ＩＤ 
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平
成
　
年
度
都
市
計
画

３１

生
産
緑
地
地
区
に
追
加
指
定
す
る

農
地
を
募
集農

業
振
興
課

▼
（
　
）９
１
３
５

２８

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み（
追
加
分
）を

２
月
１
日
～
　
日
に
受
け
付
け

１５保
育
課

▼
（
　
）９
０
２
４

２８

新
成
人
の
あ
な
た
へ

ス
タ
ー
ト
は
　
歳
  ！

国
民
年
金

２０
保
険
年
金
課

▼
（
　
）９
０
１
４

２８

消防団はあなたの若い力を求めています

九品地公九品地公園園

１月６ １ 月６日日（日）（日）　午午前前１１００時時

消防出初め式

【問】消防本部総務課　（７２）１１９３

１０２２１２４ ＩＤ 

消防団員を募集

 ＩＤ １０２７０００

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ののののののののののののののののののののののヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーはははははははははははははははははははははは君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

▽地域の防火・消火活動

▽さまざまな災害時の防御活動

▽巡回広報・特別警戒などの活動

■　消防団の役割

市内在住・在勤・在学の１８歳以上の方の方

※報酬・手当あり。あり。活動に必要な装備装備

などは貸与

■　入団資格

※雨天時は北部中学校屋内運動場で開催

消防訓練・太鼓演奏・

県防災ヘリによるＰＲほか



 

 

 １
０
１
７
５
７
１

▼
日
時
／
１
月
　
日
　
～
　
日
　
　
午
前
９

１２

（土）

１４

（祝）

時
～
午
後
５
時

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
学
の
中
学
・
高
校

生
（
生
徒
手
帳
を
持
参
）

 

 

 １
０
２
１
１
６
３

▼
日
時
／
１
月
　
日
　
　
午
前
９
時
～
午
後

２４

（木）

４
時

▼
会
場
／
本
庁
舎
商
工
観
光
課

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
８
人
（
先
着
。
１
人
　
分
）

４０

▼
申
し
込
み
／
１
月
４
日
　
～
　
日
　
に
電

（金）

２２

（火）

話
で
商
工
観
光
課

 ＩＤ  ＩＤ 

▼
掲
載
期
間
／
４
月
１
日
　
～
２
０
２
０
年

（月）

３
月
　
日
　

３１

（火）

▼
掲
載
料
／
会
員
１
枠
１
万
２
０
０
０
円
・

一
般
１
枠
３
万
６
０
０
０
円
（
税
込
み
）　

▼
申
し
込
み
／
１
月
　
日
　
ま
で
に
申
込
書

３１

（木）

・
広
告
案
を
本
庁
舎
観
光
協
会（
掲
載
規
格
な

ど
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
確
認
。
申
込
書

・
募
集
要
項
は
観
光
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪
の
軽
自
動
車
（
電

気
自
動
車
な
ど
を
除
く
）
は
、
最
初
の
新
規

検
査
か
ら
　
年
を
経
過
す
る
と
、
軽
自
動
車

１３

税
の
税
率
が
重
く
な
り
ま
す（
重
課
）。　

年
３１

度
は
、
平
成
　
年
３
月
ま
で
に
最
初
の
新
規

１８

検
査
を
受
け
た
車
両
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
年
月
は
、
自
動

車
検
査
証
の
「
初
度
検
査
年
月
」
欄
で
確
認

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、 

 １
０
０
０
９
５

２
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
重
課
の
税
率（
年
額
）／

乗
用
自
家
用
＝
１
万
２
９
０
０
円
、
貨
物
用

自
家
用
＝
６
０
０
０
円
ほ
か  ＩＤ 
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弁
護
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

商
工
観
光
課

▼
（
　
）９
１
４
８

２８

　向山連区地域づくり協議会が発足し、１０年目

を迎えました。発足以来、安全で安心して暮ら

せるまちづくりを活動目標としてさまざまな事

業に取り組む中、特に力を入れたのは提案事業

交付金を有効活用した事業です。

　災害時における地域住民の安全確保のため、

防災マップを作成し、全戸配布を行いました。

また公民館に災害用物資を備蓄し、被災者支援

対策を講じました。向山小学校周辺には防犯カ

メラを４台設置し、見守りネットワーク事業の

推進に取り組みました。

　その他の大きな活動としては、三世代交流行

事があります。８月に盆踊り大会を２日間にわ

たって開催し、１０月に町民運動会、１１月に当協

議会のオリジナルの行事として、三世代交流健

【問】市民協働課　（２８）８９５４

康づくりウオークを開催しています。１３８タワー

パークのウオーキングコースで毎年実施してお

り、毎回３５０人ほどの参加者でにぎわい、大変好

評を得ています。三世代交流行事を通して地域

の活性化を図り、皆

さまが顔見知りとな

ることで絆が深まり、

お互いに助け合える

環境づくりができる

と考えています。

　これからも住みた

いまち、住んでいて

良かったと思える連

区を目指して、取り

組んでまいります。

活活 動動 だだ よよ りり地地域域づづくくりり協協議議会会 ４４６６

～向 山連区 編～

▲三世代交流
健康づくりウオーク

木
曽
川
庁
舎
の
学
習
室
の
ご
利
用
を

青
少
年
育
成
課

▼
（
　
）０
０
１
７
 

８４

観
光
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

観
光
協
会（
商
工
観
光
課
内
）

▼
（
　
）９
１
３
１

２８

軽
自
動
車

経
年
車
に
重
課
の
税
率
を
適
用

市
民
税
課

▼
（
　
）８
９
６
２

２８



 

 

 １
０
０
０
８
１
８

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
　
～
　

７０

７４

歳
の
方
に
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
医
療
費
の

一
部
負
担
金
割
合
を
記
載
し
た
、
高
齢
受
給

者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
適
用
期
間
は
　７０

歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
は
誕
生

月
）
か
ら
　
歳
の
誕
生
日
の
前
日
で
す
。
受

７５

給
者
証
は
　
歳
に
な
る
誕
生
月
（
１
日
生
ま

７０

れ
は
誕
生
月
の
前
月
）
の
　
日
ご
ろ
に
送
付

２０

し
ま
す
。
医
療
機
関
で
受
診
の
際
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

 １
０
０
０
９
７
６

　
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
が
口

座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
、
市
内
金
融
機
関

で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外

は
専
用
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
め
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
税
を
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
方
が
新
た
に
加
入
し

た
場
合
も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
保
険
料
を
年
金
天
引
き
で
納
め
て
い
る
方

 ＩＤ  ＩＤ 

が
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
、

納
付
方
法
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

 

 

 １
０
２
７
０
１
９

　
昭
和
　
年
１
月
　
日
に
法
隆
寺
金
堂
の
壁

２４

２６

画
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
国
は
こ
の
日
を
文

化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

　
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
を
保
護
し
、
後

世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、

文
化
財
防
火
運
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

文
化
財
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

▼
日
時
／
１
月
　
日
　

１６

（水）

▼
内
容
／
文
化
財
周
辺
の
環
境
保
全
・
防
火

指
導

文
化
財
防
火
訓
練

▼
日
時
／
１
月
　
日
　
　
午
前
　
時

２５

（金）

１０

▼
会
場
／
石
刀
神
社
境
内（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

 ＩＤ 
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～
伊
吹
お
ろ
し
と
大
根
切

～
伊
吹
お
ろ
し
と
大
根
切
干干
～～

い
ち
の
み
や

あ
れ
こ
れ

　
濃
尾
平
野
か
ら
渥
美
半
島
に
か
け

て
の
地
域
で
は
、
冬
に
な
る
と
乾
燥

し
た
冷
た
い
北
西
の
季
節
風
が
吹
き

荒
れ
る
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
風
は
、

滋
賀
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
伊
吹

山
か
ら
吹
い
て
く
る
の
で
「
伊
吹
お

ろ
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
や
雪
雲
な

ど
を
運
ん
で
き
て
、
生
活
す
る
上
で

は
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
風
で
す
が
、

こ
の
気
候
を
生
か
し
て
江
戸
時
代
ご

ろ
か
ら
大
根
切
干
作
り
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
元
々
、
尾
張
地
域
は

「
宮
重
大
根
」な
ど
の
大
根
が
盛
ん
に

作
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
冷
た
く
乾

燥
し
た
風
で
あ
る
伊
吹
お
ろ
し
が
大

根
切
干
作
り
に
適
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
野
菜
が
少
な
く
な
る
冬
の
保
存

食
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
産
物
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
根
切
干
を
作
る
の
に
欠
か
せ
な

い
道
具
が
「
大
根
突
き
器
」
で
す
。

大
根
を
手
で
押
す
だ
け
で
、
同
じ
厚

さ
に
何
枚
も
手
早
く
切
り
そ
ろ
え
る

こ
と
が
で
き
る
道
具
で
、
切
っ
た
形

が
真
っ
す
ぐ
に
な
る
た
め
「
正
 直
    

」

し
ょ
う
じ
き

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
具
は
、

博
物
館
２
階
の
常
設
展
示
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
１
月
　
日
　
か
ら
開
催
す
る
、

１２

（土）

昔
の
暮
ら
し
が
分
か
る
企
画
展
「
く

ら
し
の
道
具
」（
　
㌻
参
照
）
で
は

１１

「
こ
と
ば
に
な
っ
た
モ
ノ
た
ち
」を
テ

ー
マ
に
、
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
の
元

と
な
っ
た
昔
の
道
具
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

【
問
】
博
物
館
　
（
　
）３
２
１
５

４６▲

大
根
突
き
器

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

　
歳
に
な
る
と

７０高
齢
受
給
者
証
を
交
付

保
険
年
金
課

▼
（
　
）９
０
１
１

２８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は

手
続
き
を

保
険
年
金
課

▼
（
　
）８
９
８
５

２８

１
月
　
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

博
物
館

▼
（
　
）３
２
１
５

４６



 

 

 １
０
２
６
９
４
３

　
案
内
書
（
申
込
書
）
は
、
１
月
７
日
　
か
（月）

ら
本
庁
舎
市
営
住
宅
管
理
事
務
所
、
尾
西
庁

舎
窓
口
課
、
木
曽
川
庁
舎
総
務
窓
口
課
、
出

張
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
／
花
祇
・
松
降
・
今
伊
勢
・
大
山
・

時
之
島
・
苅
安
賀
・
島
村
・
開
信
・
冨
田
・

玉
野
な
ど
の
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
住
宅

※
松
降
住
宅
の
募
集
を
再
開
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
１
月
　
日
　
～
　
日
　

１５

（火）

２２

（火）

▼
受
付
場
所
／
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

▼
申
し
込
み
資
格
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方
①
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
②
住
宅
に
困
っ

て
い
る
（
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
）
③
一

緒
に
入
居
す
る
親
族
が
い
る
（
　
歳
以
上
の

６０

方
ま
た
は
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
単
身

で
入
居
で
き
る
住
宅
も
あ
り
）
④
入
居
者
全

員
の
所
得
の
合
計
が
市
営
住
宅
条
例
に
定
め

 ＩＤ 

ら
れ
た
金
額
以
下
⑤
市
県
民
税
等
の
滞
納
が

な
い
⑥
暴
力
団
員
で
は
な
い
（
同
居
親
族
を

含
む
）

※
入
居
希
望
者
の
な
い
部
屋
は
、
２
月
７
日

　
か
ら
先
着
順
で
追
加
募
集
あ
り

（木） 

 

 １
０
１
８
１
１
４

　
国
民
健
康
保
険
税
（
（
　
）９
０
１
２
）・

２８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
（
　
）８
９
８

２８

５
）・
介
護
保
険
料
（
（
　
）９
０
１
９
）
を

２８

納
め
て
い
る
方
へ
、
１
月
末
ま
で
に
納
付
確

認
書
を
送
付
し
ま
す
（
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
だ
け
の
方
を
除
く
）。　
年
中
の
納
付
済
み

３０

額
が
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
な

ど
の
社
会
保
険
料
控
除
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

 

 １
０
０
０
０
６
５

　
市
が
発
行
す
る
資
料
を
自
由
に
閲
覧
で
き

る
よ
う
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
尾
西
・
木

曽
川
庁
舎
１
階
に
市
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。
現
在
、
閲
覧
で
き
る
主
な
資
料

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
交
際
費
、議
会
交
際
費
、議
会
会
議
録
、

予
算
書
、決
算
書
、建
設
工
事
入
札
契
約
結
果
、

市
民
意
見
提
出
制
度
公
表
資
料
、
総
合
計
画

公
表
資
料

 ＩＤ  ＩＤ 
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市
営
住
宅（
定
期
募
集
）を

１
月
　
日
か
ら
受
け
付
け

１５

市
営
住
宅
管
理
事
務
所

▼
（
　
）８
６
４
９

２８

納
付
確
認
書
を
送
付

保
険
年
金
課

介
護
保
険
課

市
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
を

行
政
課

▼
（
　
）８
９
５
６

２８

い
ち
の
み
や
の
明
治
時
代

明
治
１
５
０
年

　
江
戸
時
代
は
寺
子
屋
が
あ
り
、
多

く
の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
強
制
力
は
な
く
、
通
う
年
齢

も
自
由
で
、
教
え
る
内
容
も
寺
子
屋

ご
と
に
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
統
一

的
な
教
科
が
教
え
ら
れ
る
学
校
の
設

立
と
、
義
務
教
育
の
導
入
は
明
治
時

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
、
学
制

が
発
布
さ
れ
る
と
、
小
学
校
が
設
置

さ
れ
始
め
ま
し
た
。
寺
子
屋
だ
っ
た

寺
や
家
が
引
き
続
き
小
学
校
に
な
り
、

寺
子
屋
の
師
匠
な
ど
が
教
員
を
務
め

ま
し
た
。
当
初
は
就
学
率
も
低
く
、

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
、
起
に
あ

っ
た
小
学
校
で
は
就
学
対
象
者
３
２

７
人
に
対
し
就
学
者
は
１
４
０
人
で

し
た
。
東
五
城
の
小
学
校
で
は
対
象

者
２
０
６
人
に
対
し
就
学
者
は
１
０

６
人
で
し
た
。
全
国
的
な
男
女
別
の

就
学
率
は
、
男
子
が
約
半
数
に
対
し
、

女
子
は
さ
ら
に
低
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
農
家
に
と
っ
て
子

ど
も
は
貴
重
な
労
働
力
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
授
業
料
の
負
担
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
教
育
令
や
小
学
校
令
の

制
定
・
改
正
を
経
て
、
教
育
に
対
す

る
意
識
の
変
化
や
、
１
９
０
０
（
明

治
　
）
年
に
小
学
校
の
授
業
料
が
原

３３
則
無
償
に
な
る
と
、
就
学
率
は
高
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
末

期
の
就
学
率
は
男
女
と
も
　
％
を
超

９０

え
、
現
在
の
義
務
教
育
の
基
礎
に
な

り
ま
し
た
。

【
問
】
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館

（
　
）
９
７
１
１

６２

▲

明
治
時
代
の
教
科
書

学
校
の
始
ま
り


